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新
在
家
自
治
会 

令
和
五
年
度
活
動
報
告 

 
 

皆
様
の
ご
協
力
、
ご
支
援
の
お
蔭
で 

 
 

従
来
の
自
治
会
活
動
に
戻
り
ま
し
た 

 
令
和
五
年
四
月
よ
り
の
一
年
間
は
、
ほ
ぼ
従
来
の
自
治

会
活
動
に
戻
り
ま
し
た
。 

五
月
の
自
治
会
総
会
は
人
員
制
限
を
中
止
し
、
来
賓
を 

招
い
た
通
常
の
形
で
開
催
し
ま
し
た
。 

四
月
の
統
一
地
方
選
は
、
新
在
家
の｢

神
頭
け
い
す
け｣ 

氏
を
網
干
六
町
全
域
で
推
薦
し
ま
し
た
。
見
事
に
当
選
を

果
た
し
ま
し
た
こ
と
を
、
心
よ
り
感
謝
い
た
し
ま
す
。 

大
覚
寺
ゆ
か
た
ま
つ
り
は
、
大
江
島
自
治
会
と
共
催
で

実
施
、
夏
戎
祭
り
は
、
久
し
ぶ
り
に
踊
り
、
バ
ザ
ー
、
懇

談
を
堪
能
し
ま
し
た
。 

魚
吹
八
幡
神
社
秋
季
例
祭
は
、
コ
ロ
ナ
感
染
対
策
を
考

慮
の
上
で
、
従
来
通
り
実
施
し
た
こ
と
で
自
信
と
経
験
を

得
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
初
戎
祭
も
含
め
、
人
と
人
の

繋
が
り
を
大
切
に
す
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
を
継
続

す
る
こ
と
が
、
い
か
に
重
要
か
を
再
認
識
し
ま
し
た
。 

特
筆
す
べ
き
は
、
網
干
小
学
校
創
立
一
五
〇
周
年
記
念

事
業
を
実
施
し
た
こ
と
で
す
。
網
干
の
歴
史
と
、
地
元
の 

良
さ
の
一
端
に
触
れ
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 

施
設
の
改
善
で
は
、
二
区
集
会
所
の
放
送
設
備
、
ト
イ 

レ
の
洋
式
改
修
、
消
防
車
庫
の
外
壁
等
を
修
理
し
ま
し
た
。 

一
方
、
住
み
よ
い
町
づ
く
り
を
目
指
し
、
網
干
地
域
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
あ
ぼ
し
プ
ラ
ス
」
の
開
設
、
「
発
見
！

網
干
遺
産
」
の
冊
子
を
発
刊
し
、
地
域
の
Ｐ
Ｒ
に
注
力
し

ま
し
た
。 

今
後
は
、
京
都
大
学
大
学
院
と
協
力
し
、
空
き
屋
・
古

民
家
の
有
効
活
用
に
向
け
て
活
動
を
進
め
ま
す
。 

従
来
と
同
様
に
網
干
っ
子
見
守
り
隊
、
災
害
時
要
援
護

者
支
援
事
業
、
防
犯
・
交
通
安
全
活
動
、
道
路
・
公
園
整

備
等
の
環
境
改
善
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
今
後
も
姫
路

市
、
兵
庫
県
に
は
、
生
活
道
路
の
整
備
や
避
難
道
路
の
拡

充
な
ど
、
姫
路
南
西
部
の
問
題
と
し
て
改
善
の
要
望
・
提

起
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。 

他
方
、 

少
子
高
齢
化
の
波
は
一
段
と
厳
し
く
、
正
解

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
児
童
・
生
徒
・
高
齢
者
を
地
域
で
見

守
っ
て
い
く
、
隣
近
所
の
付
き
合
い
を
通
じ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
築
く
努
力
を
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
、
住
み

よ
い
明
る
い
町
づ
く
り
を
目
指
し
、
今
後
も
丁
寧
な
活
動

を
継
続
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。 

  一
、 

地
域
の
安
全
安
心
の
た
め
に
、
防
犯
灯
の
維
持
管
理 

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
（
消
防
車
庫
北
側
の
カ
メ
ラ
を 

 
 

更
新
）
と
年
次
定
期
点
検
を
実
施
し
ま
し
た
。 

二
、
二
区
集
会
所
の
放
送
設
備
更
新
、
ト
イ
レ
の
洋
式
化 

 

、
消
防
車
庫
の
外
壁
及
び
内
側
天
井
の
塗
装
改
修 

三
、
網
干
っ
子
見
守
り
隊
活
動
、
災
害
時
要
援
護
者
支
援 

事
業
な
ど
、
民
生
委
員
、
老
人
ク
ラ
ブ
と
協
力
し
取 

り
組
み
ま
し
た
。 

四
、
校
区
人
権
推
進
活
動
、
人
権
学
習
会
の
実
施
、
及
び 
 
 

公
民
館
推
進
活
動
に
取
り
組
み
ま
し
た
。 

五
、
西
姫
路
自
治
開
発
協
議
会
総
会
は
、
通
常
通
り
開
催 

し
、
あ
わ
せ
て
姫
路
市
・
県
・
国
と
行
政
懇
談
会
を 

実
施
し
ま
し
た
。 

六
、
武
神
祭
積
み
立
て
に
つ
い
て 

 
 

魚
吹
八
幡
神
社
の
武
神
祭
（
鬼
追
い
）
は
氏
子
持
ち 

回
り
の
当
番
制
で
、
二
五
か
村
（
和
久
地
域
よ
り
独 

立
し
て
駅
前
町
が
増
加
）
が
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。 

令
和
六
年
は
津
市
場
北
が
開
催
、
令
和
七
年
三
月
に 

は
興
濵
、
令
和
八
年
三
月
は
新
在
家
が
執
行
し
ま
す
。 

 
 

令
和
四
年
六
月
よ
り
積
立
を
開
始
し
ま
し
た
。 

前
回
（
平
成
一
四
年
）
の
資
料
を
参
考
に
し
、
執
行 

内
容
を
十
分
に
吟
味
し
な
が
ら
、
現
状
に
即
し
た
武

神
祭
を
目
指

し
、
新
在
家
自

治
会
と
し
て
役

割
と
責
任
を
果

た
し
て
い
き
ま

す
の
で
ご
協
力

を
お
願
い
致
し

ま
す
。 

 

武
神
祭
の
様
子 

 

積
み
立
て
計
画 

・
自
治
会
会
員
（
一
戸
／
月
／
二
〇
〇
円
） 

 
 

令
和
四
年
六
月
～
令
和
八
年
三
月 

四
六
回 

 

合
計 

九
二
〇
〇
円 

会
員
合
計 

 
 
 

九
二
〇
万
円 

・
自
治
会
引
当
金 

 
 

令
和
四
年
度
～
令
和
七
年
度 

 
 

四
回 

 
 

合
計 

四
〇
〇
万
円 

・
総
合
計 

 
 
 
 

一
三
二
〇
万
円 

 
 

一
年
間
の
主
な
活
動
等
を
記
載
し
ま
し
た
。
今
後
の 

数
年
間
は
、
児
童
・
生
徒
と
地
域
の
関
わ
り
、
高
齢
者 

と
住
民
と
の
結
び
つ
き
、
そ
し
て
、
自
治
会
役
員
と
会 

員
と
の
自
治
会
活
動
の
協
同
性
の
構
築
な
ど
特
に
地
域 

の
繋
が
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
在
り
方
が
問
わ 

れ
て
い
る
と
考
え
ま
す
。 

 

住
み
良
い
地
域
を
守
り
育
て
て
い
く
た
め
に
、
貴
方 

の
出
来
る
自
治
会
の
活
動
に
、
是
非
ご
協
力
を
お
願
い 

致
し
ま
す
。 
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新
在
家
利
根
自
治
会
長 

 

兵
庫
県
警
察
本
部
生
活
安
全
部
長
よ
り 

 
 

感
謝
状
を
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。 

   

 

      

 

       

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動 

四
月
六
日
（
土
）
～
四
月
一
五
日
（
月
） 

 
 

交
通
安
全
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。 

  

ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん 

 

・
小
学
校
や
公
園
、
生
活
道
路
で
は 

 
 

「
不
意
の
横
断
」
に
備
え
ま
し
ょ
う 

 

・
横
断
歩
道
は
歩
行
者
が
優
先 

 

・
全
て
の
席
で
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を 

  

歩
行
者
の
皆
さ
ん 

 
・
道
路
を
渡
る
時
は
、
右
や
左
の
車
を 

確
認
し
ま
し
ょ
う 

 

・
出
来
る
だ
け
信
号
機
の
あ
る
横
断
歩
道 

 
 

を
渡
り
ま
し
ょ
う 

 

・
夜
間
は
反
射
材
，
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
イ
ト
を 

着
用
し
ま
し
ょ
う 

  

自
転
車
利
用
者
の
皆
さ
ん 

 

・
原
則
は
車
道
を
通
行
、
左
側
通
行
で
す 

 

・
歩
道
は
歩
行
者
が
優
先
で
す 

 

・
交
差
点
で
は
信
号
と
一
旦
停
止
を
確
認 

  ｢

き
ら
め
く
姫
路 

 
  

交
通
安
全 

城
下
町｣

 

＊
姫
路
市
交
通 

災
害
絶
滅
対
策 

本
部
資
料
よ
り 

  

 

網
干
幼
稚
園
創
立
一
〇
〇
周
年
記
念 

       

姫
路
市
立
網
干
幼
稚
園
が
、
本
年
五
月
に

創
立
一
〇
〇
周
年
を
迎
え
ま
す
。 

 

記
念
式
典
が
、
五
月
十
一
日
（
土
）
網
干

幼
稚
園
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
同
時
に
祝
賀
イ

ベ
ン
ト
も
実
施
し
ま
す
。 

 

「
記
念
イ
ベ
ン
ト
」 

・
姫
路
市
立
網
干
中
学
校
の
吹
奏
楽
部
の 

演
奏 

・
太
鼓
集
団 

一
擲
に
よ
る
和
太
鼓
演
奏 

・
園
児
、
卒
園
児
そ
の
他
に
よ
る
バ
ル
ー
ン 

演
技 

・
同 

 

記
念
風
船
飛
ば
し 

・
ラ
ッ
キ
ー
ナ
ン
バ
ー
ゲ
ー
ム 

  
 

そ
の
他
、
楽
し
く
記
念
に

な
る
よ
う
な
催
し
物
を
計
画

し
て
い
ま
す
。
五
月
十
一
日

は
、
笑
顔
の
は
じ
け
る
園
児

の
応
援
に
、
網
干
幼
稚
園
へ

お
越
し
く
だ
さ
い
。 

   

                                   

２月 ２４日（土） 企画委員会 新在家会館 自治会長、委員長、議長
６日（火） 姫路同和協議会 姫路市本庁 姫路市、連合その他団体 ２６日（月） １００周年委員会 網干幼稚園 連合自治会、４自治会長他
６日（火） 姫路市町づくり課 姫路市本庁 姫路市、網干連合自治会 ２７日（火） 津宮例祭協議会 魚吹八幡神社 惣代会、壮青年会、宮司他
８日（木） 連合定例会 あぼしまち交流館 連合自治会 ３月
８日（木） 姫路共同募金会 姫路市福祉会館 姫路市、各種団体 １日（金） 網干愛護育成会 網干中学校 網干学校関係者、ＰＴＡ、連合自治会他
８日（木） 姫路市連合自治会 姫路市福祉会館 連合三役、幹事会 ３日（日） ｸﾞﾗﾝﾄﾞｺﾞﾙﾌ大会 網干小学校 ｽﾎﾟｰﾂ21網干、自治会、各種団体
１０日（土） 定例会 新在家会館 協議委員 ５日（火） 津宮惣代会 魚吹八幡神社 惣代、宮司他
１１日（日） 姫路城マラソン大会 網干市民センター 西姫路自治会長他 ８日（金）　 網干中卒業式　　　　 網干中学校　　 学校関係者、父兄、ＰＴＡ、自治会ほか
１３日（火） 姫路市人権教育委員会 姫路市本庁 姫路市、連合自治会他 ８日（金） 連合定例会 あぼしまち交流館 連合自治会
１４日（水） 公民館推進委員会 網干公民館 公民館長、連合自治会、学校関係他 １０日（日） 定例会 新在家会館 協議委員
１５日（木） 姫路市連合役員会 姫路市福祉会館 連合三役、幹事会 １８日（月） 姫路市行財政会議 姫路市本庁 姫路市、行財政会議委員、ほか
１５日（木） 網干小評議会 網干小学校 学校長、評議委員 １９日（火） 連合代表者会議 姫路市福祉会館 姫路連合役員、各連合会長
１５日（木） 網干人権委員会 網干小学校 連合自治会、学校関係者、ほか １９日（火） 網干幼稚園卒園式 網干幼稚園 幼稚園関係者、父兄、ＰＴＡ他
１６日（金） 姫路市水道委員会 姫路防災センター 姫路市、連合自治会、各種団体 １９日（火） 姫路市下水道会議 姫路市防災センター 姫路市、下水道委員、他
１６日（金） 生活発表会 網干幼稚園 幼稚園父兄，ＰＴＡ、連合自治会、ほか ２１日（木） 網干小学校卒業式 網干小学校 学校関係者、父兄、ＰＴＡ、自治会ほか
１６日（金） 学校評議会 網干幼稚園 幼稚園園長，ＰＴＡ、連合自治会、ほか ２２日（金） 網干小１５０年委員会 網干小学校 学校関係者、ＰＴＡ、自治会ほか
２０日（火） 学校評議会 網干中学校 学校長，ＰＴＡ、連合自治会他 ２４日（日） 新役員顔合わせ 新在家会館 新協議委員
２２日（木） 姫路市連合幹事会 姫路市福祉会館 連合三役、幹事会 ２７日（水） 姫路市福祉評議会 姫路市福祉会館 姫路市社会福祉協議会、各評議員他
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